




















要約:最近の子どもと家庭をとりまく環境は、戦後の著しい社会情勢の変化にともなって、

決して子育てのしやすくないものに変わってきている。さらに、分娩前後の母親は。特有

の心理的状態にある。従って、親と子の心の健康をつくってゆくためには、この周産期に

おける保健支援にひとつの重点をおく必要がある。妊娠中または新生児に対する母子保健

事業は現在多く行なわれているが、心の健康づくりという観点からは要員の数にもその資

質にも不十分な点が多い。それらの拡充のためには開業助産婦をはじめとした地域の助産

婦の能力の開発に期待される部分が多い。そのためには資質向上のための研修が必要であ

る。研修にあたっては、提供される教材や、講義・演習等の研修のタイプについていろい

ろ考えられるが、助産婦による支援が必要でありまた有効であるという意識を高めること

が重要である。


